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１２月、 (師走 しわす)。今年を振り返ってみると地球規模での災害が起こり、対応がだんだん難しくな

ってきている。三人寄れば文殊の知恵ならぬ三パンダ寄れば…とかの知恵で、地球人として知恵を出し合

って、これからのことに対処していかなければ、子孫に顔向けができないのではないかと危惧する。 

１．１２月の行事予定 

日  時 行       事        名 場        所 

１ ２ 月 ２ 日

（土） 

宮城県日中友好協会第 1回理事会 13：30～ 仙台国際センター 仙台多文

化共生センター（研修室Ａ） 

１２月１７日 

（日） 

Ｚｏｏｍによる日本語発表会  

オンライン交流推進委員会 

オンライン 

 

２．全日本スピーチコンテスト東北大会について（青年委員会 吉澤 千明） 

 １０月２８日、日立システムズホール仙台エッグホールで全日本

中国語スピーチコンテスト東北大会を開催しました。宮城県のほか

山形、岩手、福島から３１名の参加がありました。 

 新潟総領事館からは康曉雷副総領事と段玉光領事に出席いただき

ました。コロナ禍後、初めて入場規制をせずに大会を開催。昨年ま

では部門ごとに集合時間を分けて開会式を 2 回行い結果発表も郵送

でしたが、今年は４年ぶりに全部門そろって開会式と閉会式を行い

ました。（※左写真、金井恭子副会長の挨拶）  

 開会式に先立ち、朗読一般の部に参加の坂田正雄さんの９４歳の

誕生日をお祝いして青年委員会留学生代表の胡秉真さんから花束が贈られました。坂田さんは今年で１２

回目の大会参加です。 

 主催者を代表して金井恭子副会長が出場者を激励。その後、康曉雷副総領事から祝辞をいただきました。

審査員の紹介後、朗読部門はエッグホールと研修室２に分かれて審査が行われ、朗読の部終了後にエッグ

ホールでスピーチの部の審査が行われました。 

 審査時間を利用して昨年中国語スピーチコンテスト全国大会で１位を獲得した山形市在住の松木裕花さ

んから、今年９月に全国大会１位の副賞として招待された中国旅行について体験談を話していただきまし

た。また、中国人留学生によるゲームの紹介があり、来場者と留学生が一緒にゲームをして楽しみました。 

 閉会式では金井副委員長から入賞者への賞状と副賞が授与され、総領事賞が康曉雷副総領事より不来方

高校の皆さんに送られました。新沼光昭青年委員会委員長の閉会の言葉の後、参加者全員で記念撮影をし

て大会を終了しました。 

 大会は多くの皆様のご支援ご協力のもと、無事に終了することができました。ご支援くださった方々、

当日応援に駆けつけてくださった方々、ボランティアスタッフの仲間たち全ての皆様にこの場をお借りし

て感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 

   
※康曉雷副総領事の挨拶      ※松木裕花さんの体験談発表  ※参加者一同記念撮影 
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３．「２０２４年に向け文化交流書画展開催」（柴田町日中友好協会 会長 中島亮祐） 
 当協会は、２０２３年立冬に入った１１月１０日（金）から１４日（火）の５日間、槻木学習センター

に於て「文化交流書画展」を開催した。 

展示した作品は、柴田町小中学校９校・幼稚園・国際姉妹都市中国江蘇省丹陽市及び往来都市鎮江市・

柴田町書道芸術協会・書道教室の作品８８点を展示し、子供たちへの「みんなで書こう」コーナーも設け

て親子の楽しい催事となった。会場準備には、仙台大学留学生と会員合同で行なった。展示された作品を

見ようと町民の皆さん１５９名（大人９４名・子供６５名）が訪れ２７年目の開催を終えました。 

 ２０２４年は、姉妹都市締結３０周年を迎え新たな事業に向って、苦難を乗り越え努力精進しながら頑

張って行きたいと思います。   

   
 

４．２０２３年大河原日中友好協会「芋煮会」を開催しました。 
 ２０２３.１１.１１(土)１３：００から「和洋亭ぶざん」で、恒例の芋煮会を開催しました。コロナも

大分落ち着き、久々に、飲食・懇親を堪能することが出来ました。 

当日は、大河原町町長・教育長が公務と重なり、出席はかないませんでしたが、出席者は、大河原町議

会議長岡崎隆さん、県会議員枡和也さん、また、県日中からは、事務局次長の茂庭邦宏さん及び武智英生

さん、河北新報トラベルの孫成華さんが出席し、多くの方からご祝辞を頂きました。留学生は、東北地区

中国学友会から４名と県協会関係の留学生２名が参加し、会員等を含め、合計２０名での「芋煮会」とな

りました。 

料理は、「芋煮会」ということで、和洋亭ぶざんの芋煮汁とおにぎり等で、大変おいしく頂きました。

留学生と話し・食べ・飲み、日本舞踊、歌と交流し、懇親を深めることが出来ました。 

今後とも、民間レベルでの交流を深め、事業を進めたいと考えていますので、関係者の皆さまの変わら

ぬご協力お願い致します。 

    


